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要 旨   

北海道東部の海は、水産資源が豊かなことで知られる。サケ・マスをはじめ、たくさんの魚介類が道東の  

産業を支え、地場産業として根づいている。しかし、そんな豊かな漁場の中にある羅臼も近年不漁が続いて  

おり、採る漁業から育てる漁業へと移行するようになってきた。その代表的な育てる漁業のひとつに昆布が  

あげられる。昆布は日本人に欠かせない食材であり、“昆布だし”は日本料理の基本として古くから使われて  

いる。しかし、その昆布は、日本中どこの海でも生育しているわけではない。北海道の岩礁のある梅で昆布  

漁は行われる。なかでも羅臼産の昆布は一番高い値がつき、その商品的な評価も高い。   

では、それはなぜか？と考えると、なかなか答えが出てきずらい。その価値を支えているものは何なのか？  

素材自体の価値か？希少価値か？それは、羅臼漁民が行っている“独特の’’作業工程に秘密がある。羅臼昆  

布は通常の昆布以上に美味しい昆布をつくるために、手間ひまかけた「昆布づくり」により創り出されたも  

のであり、そこに付加価値が生まれたのである。羅臼では、夏休みになると昆布洗いの手伝いやアルバイト  

などで、大人も子どもも忙しい。大人でも辛くてやめたくなるような子どもたちの労働体験を、子どもたち  

の学びとして組みかえ、意味のある地域教材として羅臼昆布の授業プランを構成した。今回、授業実践を行っ  

た羅臼中学校は、町の中心部に位置する学校のため、子どもたちの親が漁師とは限らないが、約半数の子ど  

もが昆布の手伝いをしたことがあるという。このように、羅臼は、現在も地元の産業と子どもたちが強く結  

びついている地域である。本稿は、その羅臼昆布の授業プランを羅臼中学校1年生を対象として授業を行い、  

羅臼の子どもたちが授業をどう受け止めたのかを検証したものである。  

ゾシカやフクロウなどがすんでおり、冬にはオオワシ、オ  

ジロワシが渡来し、海にはアザラシやトド、クジラやイル  

カなどの大型海獣類が羅臼の豊富な資源をもとめて訪れる。  

知床半島に生きる動物たち、そして、そのすぐ側で暮らす  

人間、大きな自然の物質循環があるからこそ、羅臼には多  

様な生物が生かされる環境が残されているのである。  

1．はじめに  

羅臼は昆布をはじめ、サケ・マス、イカ、ホッケなどを  

主要な産業としている漁業の町である。豊かな海や山に囲  

まれた知床半島は国立公園にも指定されており、羅臼はそ  

の付け根に位置している。森にはヒグマやキタキツネ、エ  
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そうした道東の梅は、水産資源が豊かなことで知られる。  

サケ・マスをはじめ、たくさんの魚介類が道東の産業を支  

え、地場産業として根づいている。しかし、そんな豊かな  

漁場である羅臼も近年不漁が続いており、採る漁業から育  

てる漁業へと移行するようになってきた。その代表的な育  

てる漁業のひとつに昆布があげられる。昆布は日本人に欠  

かせない食材であり、“昆布だし”は日本料理の基本として  

古くから使われているり。しかし、その昆布は、日本中どこ  

の海にでも生育しているわけではない。北海道の岩礁の海  

で昆布漁は行われる。なかでも羅臼産の昆布は一番高い値  

がつき、その商品的な評価も高い。   

では、それはなぜか？と考えると、なかなか答えが出て  

きずらい。その価値を支えているものは何なのか？素材自  

体の価値か？希少価値か？それは、羅臼漁民が行っている  

“独特の”作業工程に秘密がある。羅臼昆布は通常の昆布  

以上に美味しい昆布をつくるために、手間ひまかけた「昆  

布づくり」により創り出されたものであり、そこに付加価  

値が生まれたのである。羅臼では、夏休みになると昆布洗  

いの手伝いやアルバイトなどで、大人も子どもも忙しい。  

表1．‘‘昆布’’を軸にしたテーマ別授業内容  

大人でも辛くてやめたくなるような労働体験を、子どもた  

ちの学びとして組みかえ、意味付ける地域教材として、羅  

臼昆布の授業プランを構成した。今回、授業実践を行った  

羅臼中学校は、町の中心部に位置する学校のため、子ども  

たちの親が漁師とは限らないが、約半数の子どもが昆布の  

手伝いをしたことがあるという。このように、羅臼は、現  

在も地元の産業と子どもたちが強く結びついている地域で  

ある。本稿は、その羅臼昆布の授業プランを羅臼中学校1  

年生を対象として授業を行い、羅臼の子どもたちが授業を  

どう受け止めたのかを検証したものである。  

2．授業プラン「羅臼昆布」の構成  

昆布から学ぶべきものは多い。昆布を学ぶことで、生物  

としての不思議さや面白さ、人間との関わりや歴史、そし  

て現実に起こっている問題などさまざまなことが見えてく  

る。その内容をテーマごとに整理したものが表1である。  

それぞれのテーマは相互に関係し、何をねらい（目標）に  

するかによって授業プランの構成はいろいろなバリエーショ  

フ‾ －  マ   領 域   授  業  内  容   

「実物大の模型から考えよう！コンプの形の不思議」  

①昆布の種類と  
・世界一長いコンプ・ナガコンプはなぜ長い？  

分布   
生  物          ・北海道にはどんな昆布が生えているだろう？  

羅臼昆布、樟前昆布、利尻昆布、真昆布、日高昆布などいろんな昆布が北海道には生え  
ています。実物大の模型から、種類や特徴、形の不思議について考えます。   

「コンプはどんなところに生えているのだろう？」  

②コンプの生態  生  物      ・コンプはゴツゴツした岩場にしか生えていません。また、日本中どこにでも生えてい  

るのかというと、それも違うのです。   

③コンプは自然   「エサとして、棲家として、産卵場所としてのコンプ」   
界にどんな影響  

生  
陸の植物がつくりだす森林と同じように、コンプの海中林は海の生き物たちに大切な役   

を与えているの  物  

だろう？  

④森が育てば昆  
「森・川・海・昆布からみた環境」  

布も育つ？   
環  境      ・森が豊かな地域の昆布は美味しいの？  

・森・川・海のつながりについて考えてみよう。   

「身のまわりに、どんな昆布料理・食品があるだろう？」  
⑤昆布と日本人  食べもの      ・お味噌汁、漬物、おやつ、石鹸、お鍋、化粧品いろんなものに昆布が使われているこ  

とを知り、それがなぜかを考えていく。   

「昆布はどうやって運ばれた？」  

⑥北前船と昆布  社  
会  
・日本全国で、一番昆布を食べているのはどこの県？   

ロード  ・北海道でつくられているのに、なぜ00県なのだろう？その秘密を「昆布ロード」か  

ら探ってみよう。   

⑦昆布を食べて   
食 べ 物   

「いろいろな昆布を食べてみよう？」   

みよう  。値段の高い昆布は美味しいのか。   

「どうして羅臼昆布はこんなに高いのか」  

・昆布の値段を調べていく中で、どうして羅臼昆布が一枚1方円以上のするのかという  
⑧昆布の商品価   地域・産業          謎を解いていく。  
値  

・羅臼昆布の作り方に、商品に付加価値（手間・暇）をつけるための工夫があったとい  
うことを探る。   
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“羅臼昆布はなぜ高いか？”の授業  

ランを表2に示す。この授業では、生徒の興味や関JL、を引  

き出し、考えを深めてもらうためのさまざまな教材・教具  

を配置し構成した。もちろん、「総合」として構成する場合  

は子ども自身が調査し、分析していく中で自分なりの考え  

を構築していくような授業を構成する必要がある。  

ンが考えられる。今回の授業実践での授業プランは、1時  

間という時間枠での授業であるため、「羅臼昆布はなぜ高い  

のか？」という問いに焦点化し、その謎を解き明かしてい  

くことで、子どもたちが携わっている昆布の仕事が、羅臼  

昆布の「付加価値」を形成していることに気づき、意味を  

理解することが授業の主な目的となっている。その授業プ  

表2．授業プラン「羅臼昆布はなぜ高いのか？」  

授  業  内  容   子どもの活動   留意点   

導  ポイント：  

入  か？ 

5  
・昆布が身のま  

分  
わりに、こんな  

思いつくまま、発表してもら     にも溢れている  

き、塩昆布、おやつ昆布、その他（和食のスープや味付けはほ   ということを知  

とんどに昆布が使われている）  る。  

・日本人にとっ  

て欠かせない食  

材  

全国の昆布の生産量を見てみよう  

・なぜなら、昆  

布は北海道のよ  

『どんなことに気がつきましたか？』   んどが、北海道でつ  

いることに気づく  

藻だからです。  

全国の昆布の生産量  

宮城・岩手・青森  ※日本中で食べ  

られているのに、  

北海道でしか生  

産されていない  

ということを明  

確にする。  

北海道  

95％  

私たちの食卓に欠かせない食材の一つである昆布は、  
そのほとんどが北海道でつくられているのです。今日は、  

その昆布に着目して授業を進めていきたいと思います   
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北海道ではどんな昆布が生産されているでしょう？知っている昆布の名前  

をあげてみて下さい。  

昆布の名前を書いたフラッシュカードを黒板に貼っていく  日高昆布、羅臼昆布、利尻昆  

布、真昆布、樟前昆布、トロ  

ロ昆布？……etC  

『皆さんの知っている昆布には、商品名と生物名があります』   

こうして見る  

と、産地が商品  

名になっている  

ことが多いね  

商品名  

羅臼昆布  

目高昆布  

利尻昆布  

莫 昆 布  

長 昆 布  

細目昆布  

生物名  

一→  オニコンブ  

→  ミツイシコンプ  

---j リシリコンブ  

→  マコンブ   

→  ナガコンプ  

ー→  ホソメコンブ  

生物名を板書し、実物大のコンプ模型を使いながら説明して行  

く。  

『これらの昆布は，次のような地域に分布しています』  

※北海道のコンプ分布図を黒板に貼る  

※オニコンブ＝  

羅臼昆布ではな  

い。羅臼で採れ  

るオニコンブに  

羅臼昆布という  

商品名がついた。  

（また、同じナ  

ガコンプでも樟  

前昆布、歯舞昆  

布などいろいろ  

な言い方があり  

ます）  

＜1kg当たりの値段＞  

○リシリコンブ  

…3，600円  

○ホソメコンブ  

…1，350円  

○マコンブ  

…3，850円  

○ミツイシコンプ  

…2，700円  

○ナガコンプ  

…1，070円  

ミツイションプ  

さらに、1kgあたりの値段を黒板に貼る。  

茎○ラウスコンプ（オニコンブ）  

4，400円  
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“羅臼昆布はなぜ高いか？”の授業  

どうして、羅白昆布にこんなに高い値がつくのでしょう？  展
開
3
5
分
 
 
 

自分の考えを※ワークシー  ＜理由を考えてみよう＞  

トに記入する。  

高
い
値
段
 
 

羅
臼
昆
布
 
 

※ワークシートは別紙記載  

〈理由として考えられるもの〉  

a、美味しいから  

→どんな料理にするのか質問  

し、だしでも食べてもどちら  

の料理にも使えるなどを子ど  

もから引き出す。  

b、いろんな料理に使えるか  

ら  

（だし・食べ）  

c、つくるのに手間（時間）  

がかかっているから  

d、量が少ないから（希少で  

あるから）  

e、その他  

ワークシートを  

用意する  

考えたことを発表してもらい、黒板に板書する。  

子どもの中にある“価値”のイメージを引き出す。  

※美味しい＝高   

価とは限りま   

せん  
なぜ美味しいんだろう？美味しさの秘密をさぐれ！！  

『実は羅臼昆布のつくり方に秘密があったのです』  

羅臼昆布のつくり方  

（彰昆布を船からおろします  

②昆布を機械で洗います  

③1枚1枚たわしで洗います  

④石がひいてある浜に天日干しします  

⑤根っこを切ります。  

⑥乾燥小屋で乾かします  

⑦頭干しをします  

⑧しめりを入れます  

⑨必要以上にう乾燥しないように、シートに入れます。  

⑲昆布巻き  

⑪一晩おいてのばし（昆布のし）、同じ大きさのものに仕分け  

⑫一回目のあんじょう（一晩～二晩）  

⑬日入れ  

⑩二回目のあんじょう  

⑮ひれかり、頭がり  

⑯三回目のあんじょう  

⑰箱詰めしてできあがり  

※羅臼昆布のつくり方を写真  

を使い、確認しながら説明す  

る  

※昆布の仕事をしたことのあ  

る人に聞いていく  
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＜まとめ＞  ま
と
め
5
分
 
 
 

羅臼昆布の価値を支えているもののひとつに  

“特別なつくりかた”がある。  

例えば）  

野菜 → 漬け物にして  

米  → お酒・酢  

大豆＋→ 醤油  

牛乳 →  チーズ、ヨーグルト  

これらは、人が手を加えること  

価値が高くなるものです。  

「普通の昆布ができるまでにかかる時間は1週間ほどですが、  

羅臼昆布はその3倍の3週間がかかります。このように、羅臼  

昆布は人が手を加えることでその価値を高めるような作り方を  

しているのです。」  

→「美味しい」には理由があった！！  

そして、その高価な昆布を“買いたい人”がたくさんいたため、  

羅臼では昆布が産業として根付いていきました。  

では、そうまでして“員いたい人”とは誰なのでしょう？また、  

羅臼昆布のつくりかたは誰が考え、いつからこういったっくり  

方なのでしょうのでしょう？少し考えてみてください  

資料 羅臼中学校 ワークシート  
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“羅臼昆布はなぜ高いか？”の授業  

全国の昆布の生産量  3．授業実践の記録  

授業プランの開発にあたって、根室管内の海岸線部の学  

校での試行（実験）授業による教材の検証を願っていたが、  

筆者の一人木下の出身地（木下は羅臼昆布干し体験を有す）  

である羅臼中学校のご好意により実施することになった。  

試行（実験）授業は2002年12月10日、1年生のクラス（男  

子18名、女子17名、計35名）で1時間（50分）として行った。  

なお、授業者は木下である。以下はその授業記録である。  

●授業の記録  

『全国の昆布の生産量…ちょっとこれ見て気づいたことな   

い？見えるかな？』  

後ろの方にも見えるよう、グラフを教壇の中央に移動す   

る。  

『全国の昆布の生産量。これを見て、どんなことがわかり   

ますか？じやあ、手を上げてもらおう』  

『Isさん』  

「北海道がほとんど」  

『はい、北海道がほとんどです。何％って書いてあります   

か？』  

全員「95％」「95！！」  

『うん、95％が北海道で5％が？』  

「青森」  

「岩手」  

「宮城」  

『そう、日本中で食べられているのにもかかわらず、作ら   

れているのはそのほとんどが北海道なのです。』  

3、昆布の商品名  

『じやあ、皆の知っている昆布をあげてみて』  

「羅臼昆布」（多数回答）  

『うん、でると思いました。羅臼昆布。』  

黒板にフラッシュカードを貼っていく。  

「日高昆布」  

『おっ。よく知っているねえ。そうきたか、あとは？』  

「利尻昆布」  

『んっ？利尻昆布！！うんうんそうだねえ』  

『まだあるよ』  

「歯舞昆布」  

『よく知ってますね、歯舞昆布って歯舞諸島のほうで採れ   

る昆布の事を言うんだけど、代表的なのが長昆布と言い   

ます。』  

『他に、あと知っていたら…』  

※『』は授業者の発言  「」は生徒の発言  

1、身近にある昆布  

『えーと皆さん、この間会ったのを覚えていますか？』  

（授業開始10：03）  

「木下‥・？」  

『覚えてる？』  

「木下郁恵先生！！」  

『はい。当たり！木下郁恵です。今日皆さんと一緒に授業   

させていただきます。よろしくお顔いします。』  

『では、早速授業を始めたいと思います。予想外にボード   

が大きくて、もうバレバレだと思うんだけど、今日は皆   

さんの良く知っている“昆布”について勉強したいと思   

います。』  

『ちょっと質問なんですけど、皆さんは家でどのようにし   

て昆布を食べていますか？』  

教室がざわざわする。  

「そのまま！」  

「とろろこんぶ」  

「こんぶ茶」  

「昆布巻き」  

「…あと皆が毎日」  

「お味噌汁！」  

『うん、お味噌汁の中のだしにも昆布が入っているよね。   

あとは何だろう？』  

「醤油…」  

『うんうん。昆布醤油ね、良くCMでやっているよね。』  

『まあ、そんなところかな？皆、お味噌汁毎日飲むよね？   

皆がこれだけ知っているということは、日本人なら誰で   

も飲むと思います。羅臼以外でも味噌汁を飲んでいるし、   

どこかに必ず昆布が食卓に登場する。昆布は日本人にとっ   

て、とっても欠かせない食材なのです。』  

2、昆布の生産量のグラフ  

『ちょっとグラフを見てみたいと思います。』  
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「真昆布！！」  

『よくCMでやっているよね。あとこれがわかったら、あ   

なたは昆布博士になれます。』  

「・…‥」  

『みんなは知らないと思うんだけど、〈細布昆布〉っていう   

昆布があります。これらは、皆がお店で買うときの商品   

名として呼ばれています。』  

4、昆布の生物名  

『でも、この商品名の他に、もうひとつ呼び方があって、   

生物各・‥‥生物名ってわかるかな？』  

「本当の名前？」  

『本当の名前と言えばそうなんだけど・‥。』  

生徒がザワザワと生物名について話し合っている。  

（授業開始より7分経過）  

『じやあ、代表していってくれる人！いいこと言っていた  

Ⅰ君！』  

「オレ？え山一－－1オニコンブ」  

『オニコンブってなあに？』  

「…・…‥ 。」  

『ちょっと知ってる名前だったから言ってみた？』  

「うん」  

「はーい！！」  

『じやあ、0さん。』  

「うんと、羅臼で代表的にとれる昆布の種類、名前！」  

『はあ…。なるほど、なんで知っているの？』  

「うちが昆布やっているから」  

『そっかあー。昆布やっているから知っているんだ。生   

物名ってなあにって聞いたんですけど、これは図鑑を見   

た時に書いてある名前と思ってくれればいいです。商品   

名の他にも言い方はあって、さっき石田君がいってくれ   

たオニコンブっていうのは羅臼昆布の生物名というわけ   

です。（黒板にオニコンブのフラッシュカードを貼る）』  

『日高昆布の生物名とか全部言ってみるよ！』  

日高昆布はあ－だ、長昆布はこ－だとクラスの雰囲気が   

ザワザワしだす。  

「わかんね一つ」  

『日高昆布の生物名は何でしょう。山勘でいいです。』  

「わかんな－い」  

『言っちゃいます。日高昆布は・‥ミツイシコンプといいま   

す。』  

『長昆布は・‥ナガコンプ』  

「ええ¶？」  

「そのまま－？」（生物名と商品名が同じなことに驚いて   

いるようだ。）  

『ははは。そのままですね、利尻昆布は‥・リシリコンブ』  

「ええ－！！またあ？」  

『真昆布は‥マコンブ、細布昆布は・‥』  

「ホソメコンブ！！」  

『はい、よくわかりました。』  

『見てもらえばわかると思うんだけど、商品名には採れる   

地域の名前がそのままつく場合があって、羅臼昆布がそ   

の代表的な例です。日高昆布もね。他はそのまま生物名   

が商品名となっています。』  

5、実物大の昆布の模型を使って  

『ところで皆さん、これらの昆布を見たことありますか？』  

「オニコンブはある」（多数回答）  

「オレ、ナガコンプ見たことある」  

『オニコンブを見たことある人？』  

ほとんどの生徒が手を上げる。  

『オニコンブ以外のコンプを見たことがある人？』  

3～4人が手を上げる。  

『見たことのない人がほとんど！ということで、今日は皆   

さんのために！コンプの模型を作ってきました。』  

「ええ＋ ！！」  

『では、ちょっと見てもらいたいと思います。木下先生絵   

が下手なので自信がないのですが・‥これが、皆が見たこ   

とのあるというオニコンブです』  

『わかるかな？特徴・・・こんな風にビロビロしてて見るから   

にオニ！という感じです。そういうイメージがあるから   

オニコンブというのかもしれないですね。英語では、ラ   

ミナリア・デイアポリカといって、“鬼の、悪魔の”とい   

う意味なんだって。そうゆう怪しげなイメージを見た人  

が感じたんじゃないのかな？』  

『次、これは…』  

「ミツイシ！」  

「マコンブ」  

『そう、マコンブなんです。見ただけではわから   

うのですが、幅の広い昆布だということをよく  
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いてください。どんどんいきます。これは、  
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ブ。長いのが特徴ですね、羅臼昆布くらいの長さだと思っ  

てくれたらいいです。』  

『で、これが…』  

「ホソメコンブ！！」（多数回答）  

「日高昆布」  

『ほとんどが葉っぱ、これはミツイシコンプです。目高昆  

布のことだね。そしてこれは…？』  

「ホソメコンブ！！」（多数回答）  

『うん、ホソメコンブ。こんなに細くて、小さい昆布です。  

そして、いよいよお待ちかねのナガコンプ』  

「見たことある！釧路で。」  

『見たことあるの？じやあ、ちょっとⅠ君前に出てきて。』  

「やあ…オレ？」  

『ナガコンプがどれだけ長いのか…Ⅰ君、引っ張ってあっ  

ちの方まで歩いていってください』  

「歩くの～？」  

どっと笑いがおきながら 、Ⅰ君はコンプを教室の端まで  

引っ張っていく。  

『ナガコンプです』  

「えええ＋ ！」  

「なげ＋ ！」  

「わはははは＋ 」  

『見てこれ、まだまだあるよ。まだまだ！』  

「いや～～～ 」  

「まだある＋ 」  

Ⅰくん引っ張り続けるが、まだまだ長い状態。クラスの  

生徒はⅠ君に釘づけ状態  

「オレ、見たことあるんだってば」  

『一番長いだろうと思われるサイズを作ってきたんですけ   

ど、これ何メートルくらいあると思う？』  

「わかんない」  

「15メートルくらい」  

「25メートル」  

「10メートル」   

昆布の長さをめぐって、教室がザワザワする。  

『実はね、これ世界で一番長いコンプだといわれてて、長   

いものでは20メートルを越えるそうです。』  

「ええ＋ ！」  

『はい、Ⅰ君ありがとう。いいですよ。』  

Ⅰ君席に戻る。学生に模型を片付けてもらう。  

6、昆布の分布  （授業開始より10分経過）  

『このコンプが北海道のどこに生えているのかというと…』  

北海道のコンプ分布図を黒板に貼る。  

『えーと、赤いところがホソメコンブ、黄色いところがマ  

コンブ。』  

授業者は昆布の名前を書いたフラッシュカードを地図に  

貼っていく。  

『さっき言った、とても長いナガコンプ。これはどこに生  

えていると思う？』  

「根室」  

「釧路」  

他にも多数意見が出る。フラッシュカードを地域別に色  

分けされた地図の釧路・根室地方の部分に貼る。  
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『で、リシリコンブは？』  

「稚内」  

『うん。ピンクのところだね、上のほうにあります。ミツ   

イシコンプは？』  

「目高」  

『そしてオニコンブは？』  

「羅臼！！！＿j  

『ちょっとさあ、不思議な所がない？ここの所…青のとこ   

ろとオレンジのところ、これはどう言うことだろう？見   

えるかい？』  

『実はねえ、根室や釧路の方でもオニコンブは生えている   

んです。生えているんだけど、根室のほうで採れるオニ   

コンブもラウスコンプというのでしょうか。』  

【‾ぅ鵬ん、言わない」  

「言わない」  

『どうして？』  

「羅臼に生えていない」  

「羅臼で採れていない」  

『じやあ、秘密にしてお桝飢→いんじやない？羅臼で採れ   

ていないけど、同じオニコンブだから、羅臼昆布って言っ   

ちやえばさ？』  

「いや、羅臼のほうが美味しい」  

「味がちがう！」  

『美味しい‘？そうだね、美味しいっていう味の面だけでは   

なく、姿形も場所が違うと同じオニコンブでも全然違う   

ものになってしまうそうです。昆布って不思議な海藻だ   

ね。そのことを覚えておいてください。』  

7、昆布の値段  （授業開始から13分経過）  

『さらに、昆布の1kgあたりの値段を今から書いていきた   

いと思います。』  

「1kg？」  

『うん1kg。じゃあ、ホソメコンブから。ホソメコンブ・・・   

え岬と1350円』  

「安い！」  

「えー、安いよ」  

『マコンブ・‥3850円』  

「ふーん」  

ト、＼えー」  

『ミツイシコンプはいくらくらいだと思う？』  

「5000円」  

「4000円」  

「6000円」  

『じやあ、マコンブより高いと思う人』（いない）  

『マコンブより安いという人』（多数の生徒が挙手）  

『では正解を言います。ミツイシコンプは2700円』  

「なんだ」  

『ナガコンプは…1070円』  

r｝千？」  

「長いだけかあー」  

「長いだけ、長いだけ」  

生徒は口々にナガコンプは長いだけだからと言う。  

『リシリコンブが…3600円。さあ、ここで問題です。羅臼   

昆布っていくら位するんだろう？』  

「7000円」  

「8000円」  

「5000円」  

教室はザワザワしだす。  

『1kgって、乾燥した昆布の重さだから、たぶん見た目は  

たくさんあるよ』  

「じやあ、10万くらいするんじやないの？」  

『そんなに？！』  

いろいろなところで、あーだ、ニーだと値段を言いあっ   

ている。  

『実は羅臼昆布…がっかりさせてごめんなさい、4400円』  

「えっ！？」  

『それでも1番高くて、今年は値段が落ちちゃったんだっ   

て。去年は5400円かな？まあ、値段は落ちてしまったけ   

れど、見ればわかるとおもうんだけど、だんとつに高い   

んです、羅臼昆布は。』  

『どうして高いんだろうねえ、一番。』  

『それを今からプリントを配るので、皆の考えを書いても  

らおうと思います。それでは筆記用具を出してください。』  

プリントを配布し、みんなの考えを書いてもらう。黒板  

に貼ってあったフラッシュカードをはずし、生徒の意見  

を書くためのスペースをつくる。  
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たけど佃煮みたいに食べることもできるっていうことだ  

ね。じやあ、つぎWさん』  

「羅臼の海は栄養がたくさんある海だから、昆布のエサが  

豊富」  

『これと似ていても良いから、他にもこんな意見があるよっ  

ていう人。いない？いないかな？こんなところかな？他  

にある人いませんか？』  

『じやあ、こんな所かな。ここまで意見が出るとは思わな  

かったんだけど、皆の中で美味しいからって書いた人！  

羅臼昆布って美味しいからって書いた人。』  

「はーい」（ほとんどの生徒が手を上げる）  

『けっこういますね。』  

机間巡視をしながら、生徒がどのような意見を持ってい   

るのか把握する。生徒の意見に、“採れる場所が少ないか   

ら”という回答が目立ったため、昆布の生産量のグラフ   

を一応用意する。  

8、羅臼昆布はなぜ高い？  

（授業開始より24分、発間より10分経過）  

『そろそろいいでしょうか。では、とりあえず、ペンを置   

いてください。』  

『じやあちょっと発表してもらいたいと思います。羅臼昆   

布が高い値段の理由、どうして羅臼昆布はこの中の昆布   

の中で一番高価のでしょうか？答えてくれる人はいませ   

んか？』  

『一番早く手のあがったTさん』  

「羅臼昆布は身が厚く香りがいい」  

『他には？』  

生徒の発言したことを復唱しながら、黒板に板書してい   

く。  

「塩の味がしみこんでいて、だしがよくでる」  

「たくさん時間と手間をかけているから」  

『なるほど、じやあ他にはないかな？』  

「やっぱり形が長くて大きいし、昆布の根から先まで全部   

使えるから。」  

『ちょっとちょっと、男の子の力が弱いよ？良いこと書い   

ていたSくん』  

「他のところと比べて、昆布の採れる範囲がせまいから」  

『なるほど範囲が狭いとどうなるのかな？』  

「採れる量が少ない」  

『男の子、この調子で頑張ろう、Ⅰくん』  

「料理に使える」  

『どんな料理？』  

「だしとか」  

『ほかに羅臼昆布どんな料理に使うだろう』  

「昆布巻き」  

「佃煮」  

『どんな風にして食べる？さっきダシが良く出るって言っ  

9、どうして美味しいのか？  

『ほとんどの人が、美味しいからって書いたと思うんだけ   

ど、美味しい…男の子でうまいからって書いた人もいる   

よね。私も“羅臼昆布ってどうして美味しいんですか？”   

と聞かれたときに、“美味しいからだ”と単純に思いまし   

た。そうなんですね、羅臼昆布は、おいしい・うまい。   

そこで、皆に聞きたいことがあります。どうして美味し   

いの？』  

『どうして美味しいんだろう？』  

「昆布に聞いてみよう」  

「オホーツクの海に生えているから」  

『そういう考えもありますね』  

「自然の香りがするから」  

「冷たい海だから」  

『どうして美味しいんだろう？考えて見て。どうして美味   

しいかなんて、考えたことある？』  

「いや、ないよ」  

『美味しい理由、ただ美味しいんじやなくて、美味しいに   

は絶対理由が理由があるんだよね。』  

『（答えが）この中にもきっとあると思うんだけど…』  

『（黒板を指さしながら）この中で昆布のアルバイトしたこ   

とある人！』  

半数くらいの辛が上がる。  

『…半分くらいかな、自分の家を手伝ったの？』  

「友だちの家で」  

『じやあ、昆布洗い得意だよね。』  

「昆布洗いイヤだ～」  

『美味しい理由の一つに、さっきMさんが言ってくれた、   

たくさんの時間と手間をかけている…これ昆布の作り方   

だよね。昆布の作り方に秘密があるんじやないかと思っ   

て、私も中学校の頃実は昆布のアルバイトした経験があっ   

て、そのアルバイト先のおじさんの家に行って、もう一   

度昆布の勉強をしてきました。』  

『知っている人もいると思うんですけど、どんな仕事があっ  
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たか思い出してみて。この写真見ながらでいいです。見   

えるかな？見えますか？』  

『じやあMさん、Mさん説明できる？この写真。厳しい？   

できる？ちょっとさ前に来て説明してくれる？』  

M「えええっ？やだ－！」   

『やだ？』  

M「ええええ鵬ツ」   

『お願い、お願い』 M「あの写真？本当にやっている写真？私いないかな？」  
Mさんは嫌がりながらも前に出てきてくれた。クラスに   

は笑がおき、注目がMさんに集まる  

10、生徒による、羅臼昆布の作り方の説明  

（授業開始より35分）  

M「船で採ってきて、運んできて 船から昆布をおろして、  

あっ！ここで根っこを切って1枚1枚にして」  

M「あっ・・・これ養殖だよね …どっちでもいいか」  

「ってゆうか、じっちゃんも？」  

ホワイトボードを裏にしたとたん写真がはずれる。  

『わー。ハプニング！』  

M「（おじいちゃんを指差して）これじっちゃん」  

M「昆布巻きして、あっその前にまだある！えっと、乾燥   

機小屋にいれて乾かしてから、“しめり”といって、湿   

気をいれるために、柔らかくするために、雨みたいな  

日に外に出してしめりしてから、昆布巻きして、それ  

をまたのばして、で、今度外に出して、干して、風に  

当たらして、それを重ねて縛って、置いとく。」  

『はあ－。すごいね！最後まで知っているなんて！！！なか  

なかいないんじやないかな、それで・‥あっ、ありがと  

拍手－！』   

拍手が起きる。  

『私も実は昆布のアルバイトしたことあるって言ったよね。   

その、じっちゃんて言っていたけど、昆布屋さんの、そ   

の隣の浜で私は働いていたんだけど、私が知ってるのは   

昆布を機械で洗って、手洗いして、乾燥小屋に干すあた   

りまでだった。そこまでしか私、知らなかったんだ。な   

のに最後まで知ってるなんてたいしたもんだなあと思い   

ました。羅臼昆布の作り方は これだけではないんだけ   

ど、かいつまんで説明したらこういうことになると思い   

ます。』  

昆布のつくり方を書いた模造紙を貼る。  

11、羅臼昆布のつくり方は、ほかと違うんだ！  

『実はこれだけの字でわかりずらいんだけど、さっき説明   

してくれたことって、こんなにあるんだよね。船からお   

ろして出荷まで。この時にさっきしめりをいれるって言っ   

たよね、しめりをいれて柔らかくする。柔らかくした物   

を昆布巻きにして、また伸ばしてそれをシートの中にい   

れておくんだよね。それを、これは知っているかわから   

ないんだけど、“あんじょう”って言います。これは熟成   

させる意味があって、昆布の旨みや色艶がうんと良くな   

る作業です。これを羅臼昆布は3回線り返すんです。そ  

「天然じやない」  

「ピンついてるべや」  

「だって手で洗わないよ」  

「天然は洗わないよ」  

「そうなんだ」  

「機械かけるだけで手で洗わない」  

M「機械で1枚1枚洗って、浜に干して，そしてピンつけ  

て乾燥小屋にもっていって、乾燥させて、で、巻いて、  

それを何回も繰り返して」   

『ん？なになに、何を巻くの？』  

九4「それをまず乾かしてそれから、丸めてっていうか‥・」  

ホワイトボードの裏側に昆布巻の写真が載っているので、M   

さんに声をかける  

『ちょっと、裏を見てみようか。』  

M「みくいる！！」  

偶然、写真に載っているのがMさんのおじいちやんの家  

だったらしい。クラスも爆笑状態。  
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“羅臼昆布はなぜ高いか？”の授業  

12、授業のまとめ① 私たちは昆布の漬け物をつくってい  

た？  

『さっきさあ、塩がよくしみこんでるって言ったんだけど、   

塩をよくしみこませてて、発酵させる料理なんかない？   

身近なところで・・・』  

「うーん」  

「えー、なんだろう」  

「漬け物」  

『そう漬け物。皆は知らず知らずのうちに昆布の漬け物を   

作ってた。』  

『重石するよね、良く発酵するよね…漬け物を作っていた。   

それが羅臼昆布の高い値段を支えている商品価値なんで   

す。これは人が手を加えることで、その価値が他の昆布   

よりも、2倍も3倍も高くなる。そうゆうことが、皆が   

行っている昆布づくりの中で行われているそうゆうこと   

がひとつあります。』  

13、まとめ② 素材自体の価値  （ここまで42分）  

『そしてWさんが言ってくれた、羅臼の海は栄養がたくさ   

んある海だからっていったよね、じやあ、この昆布でナ   

ガコンプを同じ作り方にしたら、同じ昆布できるでしょ   

うか？』  

「ええ？長すぎるよ」  

『長昆布じやなくてもいいよ、日高昆布で同じ作りかたし   

たら、羅臼昆布くらい美味しくなるかな？』  

「ならないと思う。」  

『それは、どうしてかっていうと、“手間をかけるだけの価   

値がある昆布”だからなんだ。素材自体が高い価値を持っ   

ている。…“素材自体の価値”そして“皆が手間ひまか   

けてつくる作り方”この2つに羅臼昆布が高い値段って   

いう秘密が隠されているんです。』  

『ちょっとここで考えて欲しいんだけど、高い昆布、員う   

人がいないと作らないよね、高くても欲しい人がいるか   

ら羅臼は羅臼昆布つくるんだ。』  

14、昆布からいろいろなことが見えてくる  

『じやあ、その高くてもいいから員いたい人って誰なんだ   

ろう？さらに言うとこんな作り方、誰が発明したの？い   

つの時代からされているの？…と考えると羅臼昆布から   

どんどんいろんなことがわかってきます。この授業の中   

ではできないんだけど、そういう事も考えて、これから   

も羅臼の昆布の事を見ていって欲しいなと思います。』  

『では、これで授業を終わりたいと思います。』  

（ここまで45分）  

してヒレ刈りだとかをして形を整えて出すんですけど。』  

授業終了のベルが鳴る。  

『普通の昆布と、明らかに作り方が違います。普通の昆布っ  

ていうのは、このあたり（赤マジックで線を引く）、この  

あたりまでしかやりません。』  

『洗って乾燥させて、倉庫に寝かせておいて、出しちやう。  

まあ時間にすると1週間のところを、羅臼昆布はその2  

倍3倍の時間3週間をかけて作り上げるから、皆が言っ  

ていた、“うまい”“美味しい”という状態になるんです。  

言い忘れたんだけど、“あんじょう”のことを、皆の知っ  

ている言葉で言うと何かっていうと…』  

『発酵しているってことなんだよ。（フラッシュカードを見  

せながら）発酵ってわかる？牛乳がヨーグルトになるよ  

ね。』  
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か？漁協や漁連から入手したデータが、ものの値段と   

価値を考えるための面白い材料になった。  

⑦場面8 羅臼昆布はどうして高い？  

この場面はこの授業の核心部である。どうして羅臼   

昆布は昆布の中で一番高価なのか？という発間に生徒   

から次の3つの意見が出された。   

・いろいろな種類の料理に使える（使用価値）  

。とれる範囲が狭いため（希少価値）  

・たくさんの時間と手間をかけているため（付加価値）  

この場面の生徒の意見などについては、ワークシー   

トも併せ後ほど改めて吟味することとする。さて、一肌一   

人だけ他の生徒とは異なる意見があった。それは、「羅   

臼の海は栄養がたくさんある海だから、昆布のエサが   

豊富」と答えたWさんである。この考えは、羅臼の海、   

それとつながる森や川が、昆布を育てる豊かな栄養を   

もたらしているから美味しい昆布が育ち、価値が高い   

というものである。昆布を取り巻く環境については、   

この時間の中で触れることになっていなかった。しか   

し、素材自身が高い価値を持つ理由としてWさんの言っ   

てくれたことはとても重要で、授業のまとめで補足し   

た。  

⑧場面9 どうして美味しいの？  

前記のワークシートで、ほとんどの生徒が「美味し   

いから」「うまいから」と書いており、なぜ美味しいの   

かを問うたところ、「オホーツクの海に生えているから」   

「自然の香りがするから」「冷たい梅だから」という答   

えが返ってきた。  

羅臼昆布のつくり方が美味しい昆布をつくるという   

認識を、生徒は持っていなかったように見える。自分   

たちの身近にある昆布と、生徒の昆布づくり体験の行   

為の意味（より美味しい昆布をつくる）を考えてもら   

うため、昆布づくりのプロセスの解明に進む。  

⑨場面10 生徒の説明  

写真に出てくる昆布は養殖であることを、生徒は自   

分たちの経験からわかっていた。“天然昆布は手で洗わ   

ないから”などの言葉からもわかるように、写真を見   

ただけで判断するのではなく、その作業行程から根拠   

を持って答えている。このような事実を知っているの   

は、昆布の仕事を経験したことのある一部の生徒かも   

しれないが、このような発言がクラスの生徒に刺激を   

与え、羅臼昆布に対する関心をさらに高めることにな   

る。Mさんは、さらに写真の説明をする。  

「昆布巻きして、あっ、その前にまだある！えっと、   

乾燥機小屋にいれて乾かしてから、“しめり”といって、   

湿気をいれるために、柔らかくするために、雨みたい   

な日に外に出してしめりしてから、昆布巻きして、そ   

れをまたのばして、で、今度外に出して、干して、風   

に当たらして、それを重ねて縛って、置いとく。」  

羅臼昆布の作業行程をここまで知っていることに驚   

4．授業の考察   

（1）場面別の分析（場面番号は授業記録の“小見出しの番  

号”に対応）   

①場面1～2 身近にある昆布  

家でどのようにして昆布を食べているか？を問うた   

後、全国の昆布生産量のグラフから何がわかるのかを   

問うた導入の場面である。この導入では、身近な昆布   

が実はほとんど北海道でしか作られていないという事   

実に気づくことをねらいとしている。また、昆布は北   

海道と東北の一部分にしか分布していない植物である  

ことや、冷たい海の海藻であることなど、今後昆布を   

考えていく大切な材料になるのではないかと考える。   

生徒は、自分の知識を引きだしながら発言してくれた。   

②場面3 昆布の商品名  

次に知っている昆布を問う。“歯舞昆布”まで出てく  

るとは思わなかった。私の知識不足もあり、歯舞昆布  

がナガコンプに入るのかあいまいなまま答えを言って  

しまった。また、生徒は昆布の名前をよく知っており、  

6種類ある昆布のうち5種類までの名前がでた。これ  

は、昆布を産業としている羅臼ならではのことだろう。   

⑨場面4 昆布の生物名  

生物名を生徒に聞いたが、これは少し難しかったか  

もしれない。教師の質問に答えるものではないが、予  

想に反し、羅臼昆布の生物名がオニコンブであること  

を生徒は知っていた。昆布干しなどの手伝いあるいは   

小学校の郷土学習などで知り得たのだろう。商品名と   

生物名の対比をしていくうちに、生物名が商品名にそ  

のままなっているコンプと、コンプの産地が商品名に  

なっている場合があることに気づいたようだった。   

④場面5 実物大の模型をつかって  

羅臼の子どもたちが、ほかの地域で採れるコンプが  

どんなコンプなのか、イメージを持っていないことが   

予想される。この後、長いのか？短いのか？細いのか？  

などを実物大の模型を用いて確認していく場面である。   

特に20m余りもあるナガコンプを生徒に広げてもらっ  

た場面は、「えええⅧ？」「なげ－！」などと歓声が  

教室で起こり、盛り上がりをみせた。授業時間の関係  

から簡単に済ませたが、もっと時間をかけ、長さを比  

べたり、特徴を調べたりさせたいところである。   

⑤場面6 昆布の分布  

ここは、美味しいという味の面だけではなく、場所  

が違うと姿形も異なったものができるということを伝  

える場面である。なぜそうなるのか？という質問はで  

なかったが、昆布の生態を学ぶ上でおもしろい“疑問”  

である。   

⑥場面7 昆布の値段  

生徒はナガコンプの値段が1070円というのを聞いて、  

「長いだけ」だと口々に言った。では、他はどうなの  
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“羅臼昆布はなぜ高いか？”の授業   

養殖昆布と天然昆布ではその生産量が異なり、天然ものは  

やはり希少で高価である。しかし、予想以上に多くの生徒  

から希少価値を理由としてあげていた。授業の本題とは離  

れてしまうと考え、生徒の意見を生かすことができなかっ  

た。   

多くはないが、「たくさんの手間と時間をかけている」と  

いう答えもあった。それは、生徒の実体験をもとにだされ  

たものだろう。生徒の実感がこもった答えが、授業のなか  

でも自分の言葉となって出てきたことは、やはり、羅臼な  

らではのものである。こうした答えをもった生徒が5名と  

いうことは、昆布の仕事を経験している生徒でも、その多  

くの生徒にとって、その作業行程が羅臼昆布の価値を高め  

ているという認識に必ずしもなっていないことをうかがわ  

すものであった。  

「その他の考え」も散見された。「羅臼に泊まりにくる人  

が多いから、昆布も売れていく」などは、羅臼を観光地と  

して考えた結果のものだろう。また、「苦からブランドだか  

ら」という考えも、今や“ラウス”と名前がつくだけで値  

段が飛びあがるといった現実を踏まえての解答のように思  

う。「羅臼の海は栄養のたくさんある海だから」と考えた生  

徒もいた。そうした認識が、中学1年生の中に入ってきて  

いることは、押えておきたいことである。   

以上のように、多種多様な意見が書かれていたワークシー  

トであるが、多くの生徒（35名のうち21名）がその理由を  

“美味しいから”“うまいから”“味がいいから”と書いて  

いる。いくらいろいろな料理に使えても、希少であっても、  

手間と時間をかけていても、“美味しく”ならなければその  

価値は生まれない。美味しい理由はなんだろう？そう考え  

て、はじめて高い価値の理由が解けてくる。羅臼昆布の価  

値を支えているもの、それは一体何なのか？生徒のワーク  

シートの答え「たくさんの手間と時間をかけている」をあ  

らためて吟味し、この点からこの授業を検討してみよう。   

ここでは、少数ではあるが、「付加価値」につながる「手  

間」「ひま」をかけて発酵させ、それが味をよくし、昆布の  

商品価値を高めることにつながるという認識をもつ生徒が  

いたことに注目したい。人間が働くことの意味を問うこと  

につながるからである。   

このことについて、生徒は授業を通しどのように思った  

であろうか。授業後の生徒の感想をみてみよう（表4）。羅  

臼昆布の「価値」に対する認識は、クラスの仲間に確実に  

広がっていったことを授業後の感想は示していると言える  

だろう。感想を見ると、「手間」「ひま」をかけることに「驚  

き」「はじめて知った」と書いた生徒は6人である。この感  

想は確実な認識の広がりを表すものだが、直接そう書かな  

かった多くの生徒でも、「なんで美味しいのか」「どうして  

高いのか」「作り方」「あんじょう」など知れてよかったと  

感想を述べ、今回の授業のねらいと関わる認識をもったこ  

とがうかがわれる。   

そして、さらに「特に、昆布の作り方は、手抜きをせず  

かされる。言葉だけで理解しているのではない。自ら   

の実体験に基づき自分の言葉で説明している。羅臼の   

子どもたちが持つ実体験の「大きさ」を示す場面であ  

る。   

⑩場面11～12 授業のまとめ（1）昆布の漬け物をつくっ  

ていた  

普通の昆布の作り方と羅臼昆布の作り方が違うこと、   

羅臼昆布の作業工程にある“しめりを入れる”“あんじょ  

う”が発酵を促していたことを知る場面である。  

手間と時間をかけるのは、“発酵”を促進させるため   

であるが、発酵を実感することはむずかしい。昆布づ   

くり体験をもつ羅臼の生徒は、昆布の“発酵”イメー   

ジがつくりやすいだろうが、実物や実験などで“漬け   

物（発酵）”を確認できる工夫が必要なところである。   

⑪場面13 授業のまとめ（2）素材自体の価値  

「ナガコンプを同じつくり方にしたら、羅臼昆布く  

らい美味しくなるのか？」という問いについては、ま   

だ確認された答えはない。素材自体の価値のこと（よ  

し要し）は強調しない予定であった。しかし、生徒（W  

さん）から「羅臼の海はたくさんの栄養がある海だか  

ら‥・」という意見がでたこともあり、授業のまとめを  

このようにした。授業後の感想で、この点に関心をもっ  

てくれた生徒がいたこともあり、結果的には、よかっ  

たのではないかと思う。   

⑫場面14 昆布からいろんなことがわかる  

この授業は、数コマに分けてもよい内容量を持って  

いる。これだけの内容量をスムーズに進行できたのは、  

やはり羅臼の子どもたちを相手にした授業であったこ  

とが大きい。地域教材でのテーマが、地域での密着度  

が高く、子どもの体験に依存する場合、そこからさら  

に一般化（抽象化）した概念にどう高めるかは大きな  

課題である。  

（2）「羅臼昆布はなぜ高価なのか？」を生徒はどう考えたか  

－ワークシート、授業後の感想からの考察一   

場面8の発間『どうして，羅臼昆布はこの中の昆布の中  

で一番高価なのでしょうか？』について、生徒の意見はお  

よそ、使用価値、希少価値、付加価値の3つに分けられる  

ことはすでに述べた。   

これら3種類の意見を基準に、あらためてワークシート  

の記載を分析し、整理してまとめたものが表3である。解  

答で最も多かったものが、「羅臼昆布の使用価値が高い」に  

かかわるもので、形の良さ、用途の幅広さなどがたくさん  

あげられた。いろいろな料理に使えるということを、生徒  

は家庭の食卓から学んだのだろうか？ 羅臼昆布を「食べ  

たことがある・見たことがある」体験によるものであろう。   

次に、「採れる量が少ないから」と答えた生徒も多かった。  

これは、昆布の種類別生産量のグラフを見れば一目瞭然で  

ある。種類別の生産量のグラフを見せることはしなかった。  
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表3．ワークシートに記載された生徒の考え  

①いろんな料理に使えるなど…使用価値の面から（35人のうち17名が解答）   

・幅広く使われる。  
・料理に最適。  

・やっぱり形が良くて大きいし、昆布の頭（根）から先までつかえるから。  
料  理           ・羅臼昆布（オニコンブ）は身の部分が厚く、あめ色の香りがいいダシがとれるから。  

・色んなものにはいるから。  
・食べてくれる人は歯とかに良い。  
・栄養価が高いから。   

・コクがあるから。  

・味がいいから。  

・形からして美味しいから。  

味の特徴           ・よいダシが出るから。  

・長持ちするから。  
・色々な料理に使えるから。  
・味はいいだしがでる、そのまま食べてもおいしい‥・いろいろあると思う！   

・幅があるから。  
・幅が広いから。  

。キレイだから。  

形の特徴           ・形がいいから。  

・すべての部分が食べられる。  

・美味しく食べやすいからオニコンブは身の部分が多いから。  
・きっと一番大きくて（長さじやなくて厚さ）、味も美味しいんじやないかな？   

②採れる範囲が狭いため‥・希少価値の面から （35名のうち14名が解答）  

・羅臼昆布は美味しくて、採れるところが少ないから、高いと思う。  
。数が少ないから。  

・採るのが難しいから。  

・採れる量が少ないから。  

・他のところと比べて昆布の採れる場所が少なく、あまり採れないという事と、有名で欲しいという人がた  
くさんにいるから。  

・たぶん採れるところがほかと比べて範囲が狭いから価値も上がると思う。  
・オニコンブは他のコンプよりも採れる量が少ないから。  

・他のコンプより採れる範囲が狭いから。  

・羅臼昆布は採れる地域が少ないから、他の昆布と比べると高い？  
・数が少ないから？  

・とる人が少ない。  

・めずらしいから。  

・とれる範囲がせまいから。  

・とれる場所が少ないから。  

・とれる量が少ないから。  

・とれる量が少ないため、物自体が高い（と思う）。  

・範囲がせまいから、取れる量が他のところより少ないから？  

・そんなに広い範囲で取れないから（せまいってこと）。  

・き少価値が高い。   

③たくさんの手間と時間をかけている‥・付加価値の面から （35名のうち5名が解答）  

・手作業で時間をかけてゆっくりやっているから。  

・たくさん時間をかけているから。  
・質がいいから。  

・昆布をとってからゴミをとってキレイにしたり、干したり‥・そ－ゆ－売り物になるまでにたいへんな“時  

間”と“てま”がかかると思う！  

・一番手間がかかって、なおかつ、しあがりもよく美味しいから。  

・干す時間が長いから。   

④その他の考え （35名のうち3名が解答）  

・売れていくから高くなる。  

・羅臼に泊まりにくる人が多いから、昆布も売れていく。  

・（羅臼昆布が）有名で欲しいという人がたくさんいるから。  
・苦からブランドだから。  

・羅臼の海は栄養のたくさんある梅だから、昆布のエサがある？だからおいしい。   
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表4．生徒の感想 ～羅臼昆布の授業を、生徒はどう受けとめたのか～  

羅臼昆布って、こんなに手間と時間をかけていたんだ！  
・普段普通に食べている昆布がこんなにも手間がかかっているとは知らなかった。  
・身近にあるコンプにすごい手間をかけているとは思わなかった。  
・羅臼昆布がこんなに時間をかけているとは知らなかった。  
・あんなに時間をかけて作るのは羅臼昆布というのはホントに勉強になりました。どうも。  
・昆布のバイトは毎年行っているけど、あんなに手間をかけていたのは羅臼昆布だけとは知らなかった0羅臼昆布は知っ   
ていたけどだんとつで高いなんてビックリ！  

・おもしろかった。羅臼昆布を知れたし、手間ひまかけて作っているからおいしいってこともわかった。でもいとこの   
家の写真が出てくるのが以外だった。   

知っていると思っていたけれど…  

・昆布は家でもやっているからわかるかな？と思ったけれど知らないこともあって、これから役に立つなあ－と思いま   
した。特に、昆布の作り方は、これからも手抜きせずにやりたいいと思います。  
・自分の家でも、昆布の仕事をやっていたけど、「あんじょう」をしているとは知らなかったし、昆布について詳しくわ   
かったので良かった。  

・自分も昆布の仕事をやっているけれど、なんで美味しいのかなんて考えてもみなかった。それがわかって良かった0   
今日の授業はすごくわかりやすかったです。  
・家で昆布をやっていたけれど今日はもっと昆布についてわかったことがあると思った。  
・昆布の作り方は知っていたけど、どうして昆布が高いのかとか、どういう風に使えるのかは知らなかったけど、今日   
の授業で結構いろいろわかった。  

・いつも食べているけど、あんがい知らないことが多くて、そのことを知って、勉強できて良かったです。   

地元に住んでいても、知らないことばかり？  
・この授業でいろいろな昆布の値段や昆布の作り方がわかった。  
・わからなかったことが、わかってよかった。  

・昆布のことがよくわかったと思う。   

この授業で色々な昆布の値段や作り方がわかった。  
・地元なのに昆布のことをあまり知らなかったから勉強になりました。地元の名産物とかを改めて勉強して、知らない   
ことがいっぱいあって、ここで授業してもらって良かったと思います。  
・今日はコンプの知らないことを知れて良かったと思います。羅臼のコンプはすごいと思った。  
・けっこう自分の知らないこんぶのことがしれたしおもしろかった。  
・自分のしらないことがけっこうあって この授業でよくわかった。  

・昆布のことはぜんぜんわかんなかったけど、この授業で色々なことがわかりました。あと、とてもわかりやすい授業   
だったと思います。  

・今日の授業は自分の知識になることがあってよかった。  

・コンプの味はキライだけど、今日で、しらなかったコンプのことがわかって、ちょっとだけ、コンプが好きになった。   
長昆布はあんなに長いんだなってビックリした（昆布のもけいはわかりやすかった。）。でも…値段のナゾを知るのに   
厚さとかもわかればよかったかも… とってもたのしい（知らないことだから）じゆぎょうでよかった～。  
・羅臼昆布のことがよくわかった。これからも昆布を食べていきたいです。  
・昆布のことがよくわかった。  

・羅臼昆布以外の名前はあまり知らなかったので、また1つ知識が増えてうれしい。  
・昆布の種類についてよくわかりました。羅臼昆布だけで、いろんなことがわかるなんて思いませんでした。  
・らうすのこんぶは北海道で一番高かったんだ…あと、他のコンプはとってあらってかんそうさせておわりなんだ。な   
ぜらうすこんぶがたかいのかがはじめてわかった。  

・羅臼昆布の作り方や、うまさのひけつなどが良くわかった。  
・コンプのことがわかった。今度昆布を員おうと思っているんだけど、おばあちゃんがたくさんコンプをとっているか   
ら、どうしようかなあーと思っています。コンプで楽しかった。   

羅臼昆布ってすごい！もっと昆布について知りたい！  

・昆布のことについて色々わかったし、「すごい！」と思った（羅臼昆布が）。来年は私も昆布のアルバイトをやってみ   
たいと思った。  

・羅臼昆布は素材がいいからなんて知らなかった。昆布についてもっと知りたいと思った。  
・羅臼昆布だけで、いろんなことがわかるなんて思いませんでした。  

・羅臼昆布を今までそんなにすごいこんぶだって知らなかった。これからもラウスこんぶを大切にしていきたい！  
・自分たちの町がこんなにすごかったなんて知らなかった。   

その他  

・いろんなことがわかった。長かった、長く感じた。  

・絵などを多く使っていてわかりやすかった。これからも、わかりやすい授業頑張ってください。  
・とてもわかりやすかった。  
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にやりたいと思います。」「コンプの味はキライだけど、‥…・  

ちょっとだけ昆布が好きになった」「すごい！と思った（羅  

臼昆布が）。来年は昆布のアルバイトをやってみたい」「こ  

れからも羅臼昆布を大切にしていきたい」「自分たちの町が  

こんなにすごかったなんて・‥…」「昆布についてもっと知り  

たい」といった羅臼昆布と向き合う自分の姿勢を示す感想  

が見られたことは、この授業の生徒へのインパクトを示す  

ものであり、今回の授業、地域教材が「地域の生徒にとっ  

て」単に地域を知るだけではない面を少なからず持ち得た  

のではないのか、と考えている。と同時に、この授業で、  

地域の「価値あるもの・こと」を自分の体験と結びつけて  

つかんだ生徒が生まれたことを、ここでは確認したい。「体  

験」と「認識」が結びつくことの意味が示された授業であっ  

た。  

海道自由が丘学園夕張スクールで授業を行った。その昆布  

の授業に対して、ひとりの子どもの「昆布なんて知らなく  

たって生きていけるじやん！」というつぶやきは、「子ども  

にとって遠くに昆布がある」ということを感じると共に、  

羅臼の子どもたちとは相反する反応の“重さ”を感じざる  

えない。   

羅臼の子どもたちにしか昆布を学ぶことの価値はないの  

だろうか？そうではないのだと思う。コンプは羅臼という  

地域を語ると共に、商品の付加価値という意味合いをはじ  

め、人間の歴史や文化3）、そして生態学的な面白さ4）や、海  

中林を担う植物5）として、環境問題をも語ってくれるのであ  

る。地域教材としてのコンプの授業を、総合学習として一  

般化することはできないのだろうか？という新しい課題が  

そこにはあったように思う。   

子どもたちの身近なところに教材化できるものはたくさ  

んある。しかし、身近にあっても、身近であると感じられ  

ない場合どうしたらよいのだろうか？その距離感はどこか  

らくるのだろうか？地域教材をどうやって夕張で展開して  

行けばよいのか、地域教材という枠を飛び越えて、どう一  

般化していけばよいのか……夕張の子ども達が教えてくれ  

た新たな課題がそこにはあった。これだから、授業はやっ  

てみなければわからない。授業づくりは面白い。地域教材  

にこだわりながらも、その一般化についても検証していく  

必要性を深く感じた。   

最後に、北海道自由が丘学園夕張スクール代表の鈴木秀  

一先生は、私たちの試みを次のように評価してくれた（i）。こ  

うした評価を今後の教育研究の支えに、活動を続けていき  

たいと思っている。  

学生さんたちは、北教大釧路校の教育内容・方法研究室  

に所属している方たちで、この研究室は倉賀野志郎、高嶋  

幸男両教授が指導されている。この研究室は①科学の論理  

構造を問うこと（子どもの納得を媒介として論理を問い直  

す）②認識過程を仮説する（検証の課題が生ずる）③この  

両者をふまえて授業プランを作成し、実施して検証する、  

という基本方針を立てておられ、しかも道東地域での水産  

業や酪農業の調査観察、野外体験をカリキュラムに豊富に  

取り込んで、学生諸君がそこから抱く素朴な「なぜ」を出  

発点として研究を始められるようになっている。   

例えば、「昆布」は木下郁恵さんの授業だが、これは道束  

出身の木下さんの「羅臼昆布はなぜ高価なのか」という彼  

女自身の問いから研究が始まって、序章「身近にある昆布」、  

第1章「昆布ってどんな植物？」「昆布を育てる山・川・梅」  

第2章「昆布の食文化と昆布ロード」「羅臼昆布の秘密」と  

いう理論を構築して、食文化、生物学、社会・経済、環境・  

生態学が総合されている16時間ほどの授業プランが構築さ  

れている。このうち4時間ほどが夕張校の中学生に授業さ  

れた。このプランは羅臼の子どもたちと夕張の子どもたち  

とでは、学習への意欲や積極的な参加の点で違いがあった。  

5。おわりに  

授業を通し一番感じたことは、「子どもたちにとって近く  

に“昆布”がある」ということである。例えば、「皆の知っ  

ている昆布を上げてみてください」とういう発間に対して、  

ホソメコンブ以外のすべての名前がでた。クラスの半数が  

昆布の仕事を経験したことがある。ほとんどの生徒がオニ  

コンブを見たことがあり、食べたこともある。なかには、  

羅臼昆布の作り方を、写真を見ながらすべて、いや、それ  

以上のことを自分の実体験をもとにして説明できる。子ど  

もたちの持つ“実体験”の大きさに驚かずにはいられない。  

「羅白昆布はどうして高いのだろう？」という発間では、  

想像していた以上の答えがワークシートに書かれていた。  

昆布の仕事を見たことも経験したこともない学生相手に、  

これと同じ授業を行ったとき、この発問に対する答えは2～  

3で、「たくさんの手間と時間がかかっている」という答え  

は全く出なかった。羅臼中学校の生徒のうち、海岸町に住  

んでいる子どもたちは、そのほとんどが昆布の仕事を経験  

している。今回は、その海岸町の子どもたちの経験談を取  

り入れながら、授業を進めることができた。   

自分たちの体験が、生きた知識となるためには、それら  

を“つなげる”作業が必要である。地域教材の研究は、そ  

こに大きな意味がある。子どもたちの持っている“価値あ  

る体験”を自分の学びに転換させる。“羅臼”という地域で  

生きている自分たちのことを、そうした学びとして成立さ  

せる授業を創り出すことが大切である。「分析のない総合は、  

単なる活動」2）でしかないだろう。何かを学ぶ時、「何でだ  

ろう？】j という疑問を持ち、謎解きをするプロセスが分析  

であり、そこに「つながり」が見え、「総合化」がなされる。  

羅臼中学校の生徒には、体験を核とした、大きな知識のパー  

ツが点在する。今回は1時間という限られた授業ではあっ  

たが、それを“つなぐ’授業を試みた。その意味で、羅臼  

だからできる授業を試みたといえよう。   

昆布の授業は、羅臼中学校のほかに、2回にわたって北  
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書1993   

柳沢武彦「森はすべて魚つき林」北斗出版1999   

谷口和也「磯焼けを海中林へ」1999  

6）北海道自由が丘学園「教育のフロンティア」No．110．  

2003．1  

羅臼の子どもたちは昆布漁に参加するとか昆布の種類や料  

理法に豊富な経験をもっていたが、夕張の子どもたちには、  

昆布は遠いものだった。この差から、受け取り方の違いが  

出てきたと木下さんは推測し、地域教材の「地域性」の枠  

を越えて、一般化するためには、どう展開すべきか、とい  

う新しい課題を発見している。この間題は、1960年代に鈴  

木正気氏が日立で「川口港から外港へ」という実践で「地  

域や日常生活から渡らせる」問題として提起された問題で  

ある。大学4年で、このような課題をつかみ待ていること  

は、釧路校の教育の成果というべきだろう。このように大  

学の研究室と結びつき、実験校的な役割を夕張校が果たし  

ていること、そして学生諸君が子どもたちに深く細やかな  

愛情を注いでくれることは、この上なく嬉しいことと我々  

は受け止めているのである。  

6．謝辞  

本稿の作成には、たくさんの方々にご協力をいただきま  

した。貴重な実験授業の場を提供していただいた羅臼町立  

羅臼中学校長部田隆久先生、担任の大石貴範先生、1年A  

組のみなさんに感謝申し上げます。そして、北海道自由が  

丘学園夕張スクール代表の鈴木秀一先生、子どもたちをは  

じめ、スタッフの皆さんには、たくさんのご教示をいただ  

きました。また、釧路水産試験場の名畑進一さん、阿部英  

人さん、釧路市立博物館の針生動先生には、内容を深める  

上で専門家の視点からたくさんのアドバイスをいただきま  

した。羅臼漁業協同組合の組合長石黒勝三郎氏には、刊行  

されて間もない『羅臼漁協組合史』を提供いただき、また  

羅臼公民館の皆さんや町の古老滋賀賢治さん、平原英雄さ  

んには数々のご教示いただきました。さらに、羅臼の昆布  

番屋今隆重さん、相木龍三さんには、いろいろお教えいた  

だいた上、写真撮影や、羅臼昆布づくりの追体験をさせて  

いただきました。この場をおかりして、深く感謝申し上げ  

ます。  
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